
 

高度無線環境整備事業に係る事後評価報告書（再評価） 

 

 

記 

 

 

１． 事業概要 

（1） 工事完了日  ：令和 4 年 3 月 15 日 

（2） サービス開始日：令和 4 年 2 月 15 日 

 

２． 目標達成状況 

指標 目標（累積数） 

（目標年度） 

実績値（累積数） 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和７年度 

住家・事業所等 Wi-Fi 64 箇所（令和 5 年度） 41 42 42 

 

（参考） 

提供可能回線数 利用回線数（累積数） 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和７年度 

130 回線 43 回線 44 回線 44 回線 

 

３． 中間評価を踏まえて実施した取組 

・令和６年 11 月 20 日、令和６年 11 月 27 日 

村内の各地区にて、「スマホ教室」の開催。 

・令和７年 ６月 16 日 

村公式ホームページにて、光回線サービス提供のお知らせ。 

 

（紹介内容） 

 インターネットの利便性 

 インターネット利用の必要性 

 ブロードバンドサービスに関する説明 

 

 

 

 

 



４． 評価 

 家庭用 Wi-Fi 

整備地域において、全戸案内及び住民説明会や広報を実施した。令和 7 年 9 月末の実績値は目標

値に対して 66％の達成率であった。 

 目標値に届かなかった要因としては、当初多くの加入数を見込んでいた豊岬地区が高度無線環境

整備事業の整備対象外地域となったことが考えられる。また、村の高齢化や費用負担感、建物構造

などの環境的制約により、目標に達していない。高齢者世帯ではインターネットの必要性が低く、

初期費用や月額料金を負担と感じる世帯もあるのが実情。 

こうした課題に対し、設置費や利用料の補助、利用メリットの周知、技術的支援の充実、地域人

材によるサポート体制の整備などを行うことで、加入率の向上と村全体のデジタル活用促進が期待

されると考える。 

 

＜家庭用 Wi-Fi の実績値について＞ 

該当世帯へアンケート調査を実施し、以下の数式により算定している。 

家庭用 Wi-Fi 実績値＝ 

（アンケート回答者の Wi-Fi 利用世帯数）/（アンケート回答者の光回線利用世帯数）×（光回線利用数） 

アンケート結果は以下の通り。 

・アンケート配布世帯数：30 世帯 

・アンケート回収世帯数：27 世帯 

・アンケート回答者の Wi-Fi 利用世帯数：25 世帯 

・アンケート回答者の光回線利用世帯数：26 世帯 

・光回線利用数（公共施設除）：44 回線 

〔家庭用 Wi-Fi 実績値〕＝ 25 / 26 ＊ 44 ＝ 42 

 

 利用回線数 

役場窓口や電話での相談対応を通じ、光回線サービス提供の周知や無線局設置促進活動を実施してきた。 

今後は、村広報誌及び LINE 公式アカウント等による広報活動の強化やスマホ教室を開催することで、Wi-Fi

を利用することのメリットを体感いただき、未利用世帯へ利用勧奨することで、回線数の増加に努めていく。 

 

以上 


